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■2015 年度 事業計画にむけた方針（再掲） 

 

[プロローグ] 

社会的に生きにくさをかかえる人たちとともに、まだ切りひらくことのできていないプログラムやコミュ

ニケーションの回路をつなぐために、アートの可能性を信じて失敗を恐れずに活動する。 

その結果、東北地域では、企画制作事業を複数受託することができ、また年度の途中で活動の実現を補完

するかたちで厚生労働省による補助事業「障害者の芸術活動支援モデル事業」が決まった。一方、関東の施

設職員を対象とした夜間の勉強会シリーズ、A/A gallery 事業やエイブルアート・カンパニー事業での日常

的なアーティストや福祉施設との交流が定着しはじめ、障害のある人たちの表現の機会づくり、その支援者

の育成、地域コミュニティとのネットワークが熱をおびて生まれつつある。 

2015 年も「会費・寄付金」、「助成金・補助金」だけにたよることなく、「自主事業」や提案型の「受託事

業」の実践をすることを念頭に活動していきたい。また来たるべき 2020 年の東京オリンピック・パラリン

ピックの機会をチャンスととらえ、法人の会員や関心のあるコミュニティに意義のあるプロジェクトを推進

していきたい。 

 

 [2015 年度の重点項目] 

 

１．ＮＰＯ法人として事業性と運動性の両立に配慮した事業展開 

● 事業性の視点からは； 

① A/A gallery 事業（自主事業）  

② エイブルアート・カンパニー事業 

  （自主事業） 

③ セミナー事業（自主事業／受託事業） 

 

● 運動性の視点からは； 

① プラットフォーム機能～情報受発信  

（会費・寄付金） 

② Good Job!プロジェクト（助成事業） 

③ ボランティアやインターンによる広報や自主事業推進 

 

２．エイブルアート事業における組織間の連携と強化 

 

エイブルアート・カンパニー東京事務局として、関西事務局（一般財団法人たんぽぽの家）、福岡事務局

（NPO 法人まる）との事業およびオフィスの協働運営。 

また、エイブルアート・ムーブメントの協働団体として、2013 年度から取り組んでいる「Good Job!プロ

ジェクト」（一般財団法人たんぽぽの家）の東日本における窓口機能を兼ねる。 
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[2015 年度 事業をふりかえって] 

 

●事業に関する特記 

関東 

◎「アトリエ・ポレポレ」20年の軌跡展 

150 点をこえる作品の額装、搬入、展示を通して、20 年にわたりアトリエを支えてきたファシリテータ、

家族、ボランティアと交流する機会となった。参加者の積立金と、全国からいただいた寄付で画集を作

成中。 

◎「エイブルアート・アワード」審査員一新、新設部門「小さなアトリエ」支援 

審査員に、多摩美術大学名誉教授の小林敬生さん、国立新美術館教育普及室室長の真住貴子学芸員、横

浜市民ギャラリーあざみ野の佐藤直子学芸員、美術家でありエイブル・アート・ジャパン理事の中津川

浩章さん。外部の専門家から事業への評価、作家の発表の場の広がりの機会を得た。また、新設した「小

さなアトリエ支援基金」には、花王ハートポケット倶楽部 4 名、富士ゼロックス端数倶楽部 1 名、フェ

リシモＵＮＩＣＯＬＯＲＴ基金 1 名が参加。応募者の状況やこの基金の必要性が議論になった。福祉施

設に属さない個人や家族などによる小さなアトリエは、「施設から地域へ」「障害から生きづらさの支援

へ」という現代的なテーマであるため、この活動の意味を下記フォーラムでも研究セッションにあげた。 

◎アーツカウンシル東京「芸術文化による社会支援」助成が新たに公募された。本法人も応募し、〈障

害とアート〉の現在を紹介するフォーラムを開催。東京において、全国各地の多彩な活動の現在を紹介

した。３年継続し、今後の自主事業への展開のはずみにする。 

◎関東の職員対象の「モノづくりサロン」、東北での「モノづくりのためのコンセプトワーク」を通じて、

地域の福祉施設や職員と向きあう仕事が増えた。この成果やつながりとして、2016 年度は墨田区から北

斎美術館開館記念の公募展事業、仙台市から商品開発（市民協働提案事業/観光・文化スポーツと協働し

た商品開発）を受託することにつながった。 

 

東北 

◎厚生労働省「障害者の芸術活動支援モデル事業＠宮城」 

2014 年度につづき受託。東北事務局（常勤１、非常勤１、委託契約１）の３人体制で事業を担当。東京

事務局は、全体の事業内容の確認、相談支援研究会の企画、著作権にかかる研修の企画に従事。2016 年

度以降の、今後の組織のあり方についての検討が必要。 

◎福島県における協働連携事業の支援（難民を助ける会より受託）。９月・10 月に 11 事業所を訪問し、

パンフレット作成を担当した。12月 16 日には東京で交流会（アーツ千代田 1階コミュニティスペース）。 

◎宮城県山元町のフラスコキクチ新山下駅前展壁画プロジェクト。まちづくり地球市民財団「まちづく

り人応援助成金」をＮＰＯ法人ポラリスが受託。一部業務をＡＡＪが担当した。 

◎2020 年の東京オリンピックやパラリンピックについては、エイブルアート事業の国内のネットワーク

とともに提案をすすめていくことが役割であるが、優先順位や体制が課題。 
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●その他 

・2016 年度以降、職員の給与手当ての支払いができるよう事業の仕組みや東京事務局の役割を見直して

きた。第 10 回の理事会で議論し、2016 年度の事業計画にて提案する。 

 

■事業内容 

 

[総務]  

１．会議等の業務 

（１）第５回通常総会の開催 

日時：2015 年６月 20 日(日）13：00～14：30 

会場：A/A gallery 内（東京都千代田区外神田 6-11-14 アーツ千代田 3331） 

● 2014 年度事業報告（案）・活動計算書決算（案）の承認 

● 2015 年度事業計画（案）・活動計算書予算（案）の承認 

● 役員の改選 ほか 

 

（２）理事会の開催 

◎第９回：2015 年５月 11 日（月）18：30～20：30   

会場：A/A gallery 内（東京都千代田区外神田 6-11-14 アーツ千代田 3331） 

  ● 2014 年度事業報告（案）・活動計算書決算（案）の承認 

  ● 2015 年度事業計画（案）・活動計算書予算（案）の承認 

● 役員の改選 ほか 

◎第 10 回：2016 年 1 月 28 日（木）18:30〜20:30 

● 事業および活動計算書の中間報告 

● 次年度事業の検討 

 

２．会員に対する業務 

● 会員の入会、継続、休会に伴う業務 

● 2014 年度事業報告・活動計算書および 2015 年度事業計画・活動計算書の送付 

● ニュースレターと事業案内を発送（年４回程度） 

 

３．経理などの業務 

● 資金管理として、現預金などの日常の管理状況を明らかにする。顧問契約は「よしとみパートナーズ会計

事務所（東京）」、事務員（非常勤）を雇用した。 

● 運営基盤の確立のために月次ごとの収支計画をたて、確実に遂行した。 

● 税務に関する業務として、法人税や消費税、源泉徴収税等の税務関連の業務を行った。 

 



 5 

４．労務管理などの業務 

● 法人に関連する業務を行うスタッフの労務面等において配慮する。 

 

５．総務関連などの業務 

● 業務運営に必要な届出業務を行う。 

● ＮＰＯ法人としての東京都への 2014 年度事業報告・活動計算書の提出（総会終了後、６月末日迄） 

● 当法人に依頼がある後援名義の借用等の検討と対応。 

 

６．広報・寄付キャンペーンなどの業務 

● ウェブサイト、フェイスブック、データベースを活用した広報活動を行った。 

● パンフレットの制作 

● 寄付キャンペーンの実施（エイブル・アート・アワードやアトリエポレポレ展） 

● データベースの活用：組織内で運用方法のルール化をすすめる。個人や団体に付属するカテゴリーの整

理、スタッフが名刺交換した人たちのデータの一元管理、寄付への呼びかけやキャンペーン案内、セミナ

ーや展覧会情報などの発信・申込み管理などが途上である。プロボノを活用しはじめている。 

 

[企画事業] 

１.A/A gallery 事業 

◎方針 

Ａ. エイブル・アート・アワードの受賞者や原画販売を希望する作家等の原画販売 

Ｂ. エイブルアート・カンパニー／Ｇｏｏｄ Ｊｏｂ！事業のショールーム的機能をもたせた企画・販売 

Ｃ. エイブルアート・ムーブメントの発信拠点として重要なテーマの発信 

  「障害とアート」の多様性をみせる展示、「アートと社会」の関係性をみせる現代的なテーマなど 

Ｄ. 会員および関連する個人・団体が多様な表現や試行を発信する場 

◎運営のサイクル 

・基本的には木・金・土・日にオープン。３週間〜１ヶ月単位のサイクルを維持する。 

・貸し事業の際は、随時相談。 

・夏季休暇、年末年始休暇あり。 

 

（１）A/A gallery における展覧会 

● 第 40 回企画展「空想する絵画展」 

会期：2015 年３月 20 日（金）〜４月 19 日（日） 

【出品作家】岩崎菜摘子・tomoko・三井啓吾・上村福銖・春日一志・大西

節子・TAKESHI 

◎「空想する」をテーマに７名の作家の作品を紹介。会期中にはアーテ

ィストも会場を訪れ、自身の作品が展示されている様子をご家族・友人

と楽しんだ。 
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● T-SHIRT COLLECTION 2015 サマードレッシング 

会期：2014 年６月４日（木）〜７月４日（日） 

企画：たんぽぽの家アートセンターHANA 

協力：エイブル・アート・ジャパン 

◎全国の福祉施設で作られた、バラエティに富んだＴシャツを展示販売。

サラダを彩るドレッシングのような、夏らしい商品を集め、バックやアクセ

サリーなどもアイテムも揃えた。たんぽぽの家アートセンターHANA ギャ

ラリーとの同時開催で、Facebook などでも積極的に広報した。 

 

● 「人生★スクランブル交差展」 

会期：2015 年７月９日（木）〜８月９日（日） 

【出品作家】I・池邊遊・ウルシマトモコ・小川正宏・JASMIN・鈴木由珈・

SEIYA・TAKUTO・tobita・なお丸・夏海花澄・根本貴子・根本暁史・星野莉

子・ Maeda Tomomi・宮野仁美・八木志基・山田あこ・四元百合 

企画：エイブルアート芸術大学 

《関連イベント》ギャラリートーク:８月１日（土）14:00〜15:00 

◎障害のある人もない人も月に１回のペースで集まり、自由に表現できる場として活動を続けているアトリエ活動

「エイブルアート芸術大学」。2010 年からスタートし、５周年を迎えた。会期中にはファシリテータの中津川さんと参加

者の方によるギャラリートークも開催。自分たちにとって表現するとはどういうことか、そのための場のあり方につい

ても振り返る機会となった。来場者からの関心も高く、展覧会以降に新たな参加申し込みや見学希望、ボランティア

希望の問合せも増えた。 

 

● 第 41 回企画展「コズミック・エレメンツ」 

会期：2015 年 10 月 15 日（木）～11 月 15 日（日） 

【出品作家】Kei・そうみ・鶴川弘二・新見直子・森豊和・山村晃弘 

◎Able Art Company に所属する６の作家による企画展。独自の世界観を

もつ作家の作品を大小様々にレイアウトして展示した。まるで未知なる宇

宙に対峙しているかのような感覚を想起させる作品は来場者にも好評だ

った。 

 

● 第 42 回企画展「KOYOMI 展」 

会期：2015 年 12 月３日（木）～2016 年１月 17 日（日） 

《関連イベント》 

「works on … 実験の場"2016 calendar の場合"」：12 月５日（金） 

ファシリテーター：bobhoho（ホシノマサハル・ウエダトモミ） 

◎全国の福祉施設でつくられたカレンダーと、その原画の展示・販売を行
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った。カレンダーに加え、ポチ袋やメッセージカードなど、年末年始に需要の高い商品も販売。特別企画として、参加

者が自由に描いた絵をその場でシルクスクリーンプリントし、ポスターサイズのオリジナルカレンダーを制作するワ

ークショップを実施した。 

 

● 第 43 回企画展 「塗敦子展 －Ｍｏｄｅｌ－」 

会期：2016 年２月４日（木）～２月 28 日（日） 

【出品作家】塗敦子 

◎仙台を拠点に活動する作家 塗敦子の東京初となる個展を開催。同時

期に、アーツ千代田 3331 館内 1 階にある 3331GALLERY にて開催された

グループショウ『3331Galleries-Valeur-』 （会期：2016 年２月３日（水）～２

月 14 日（日））にも作品を出展した。また、本展示後は、たんぽぽの家アー

トセンターHANA ギャラリー（奈良）にて巡回展を実施した。（会期：2016 年

３月 15 日（火）-４月 17 日（日））。 

 

２．A/A shop 事業 

◎方針 

Ａ. A/A gallery 事業と連動した商品を取り扱う。 

⇒今回初の試みとして「KOYOMI 展」ではカレンダーと、その原画の展示・販売。単に商品の販売イベントという形で

はなく、テーマを設けてそれにちなんだ商品展開をすることでギャラリーとしての見せ方という点でも工夫した。 

Ｂ. セミナーに参加してきた関東・東北の福祉施設の商品の販売の機会をふやしていく。 

⇒東北事務局との連携で、東北の施設商品の仕入は継続して実施。商品開発の段階から関わった施設も多く、新

商品の情報などを知ることができた。販売機会に合わせてセレクトを変えて仕入れを行った。 

Ｃ. Good Job! コーポレーションと連携して商品の仕入れ・販売を行っていく。 

⇒Good Job!コーポレーションの流通部門を担う関西のスタッフとともに仕入を行い、関東圏だけでなく、関西での販

売イベントなども含めて仕入れた商品を循環させるしくみを試行した。 

 

３．エイブルアート・スタジオ事業 

◎方針 

Ａ. 運営委員会による独立採算事業を実施する。 

Ｂ. セミナーやサロンなど、人が集う場や企画を実施する。 

（1）アトリエ活動 会場：アーツ千代田 3331 B105（レンタルスペース） 

アトリエ・ポレ

ポレ 

ファシリテータ 

サイモン順子さ

ん 

毎月第２・４土曜日  

13:00～17:00  

登録メンバー：25 人 

年会費 5,000 円 １回 2,500 円 

エイブルアート 

芸術大学 

ファシリテータ 

中津川浩章さん 

毎月第２日曜日午後  

14:00～17:00  

登録メンバー：20 人 

年会費 3,000 円 １回 2,500 円 
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◎特記  

● アトリエ・ポレポレ 20 周年を記念し、2015 年９月 29 日(火)〜10 月４日(日)、世田谷美術館での展覧会「アトリエ・

ポレポレ 20 年の軌跡展 ポレフォニー」を開催した。当法人は、額装や搬入出のサポートの他、オンライン寄付サ

イト「Give One」を利用した資金集めを行った。 

● エイブルアート芸術大学は参加者の人数も安定し、運営資金的にも安定してきている。運営に関わるボランティ

アは、入れ替えはあるものの常時２～３名はいる。 

● 運営委員会の方式で運営していただいているため、可能な限り、必要に応じたサポートを行う。 

 

（2）会員および関連団体による企画 協力：ＮＰＯ法人エイブル・アート・ジャパン 

 

４．エイブルアート・カンパニー事業  

◎方針  

Ａ.Good Job!センターへの事業の合流が検討されている。「アートを仕事につなげる」という理念はそのままに、関

東・関西・福岡そして東北事務局の地域や人材の特性を考慮し、具体的な組織編成の作業に入る。 

Ｂ.コーズリレイティッドマーケティングに関わる著作権使用、商品販売の機会がふえつつある。アーティストの作品

の使用や環境づくりのＰＲとしてこの方法を学び、企業へ提案していく。 

 

（１）基盤整備 

● 第９期カンパニーアーティスト、2015 年５月に８名デビュー。 

２ヶ月の応募期間を経て、全国から 71 件の応募があった。アパレル会社、百貨店、印刷会社、フォトエージェント会

社などをアドバイザーにむかえ選考会を開催。登録作家数 94 人、登録作品総数 9,051 点に。 

● ウェブサイトの改変には至らなかったが、Facebook ページを活用して作家の紹介や活動の広報に力を入れた。 

● 営業スタッフ（契約）の規定を整備し、北海道の NPO と提携し、営業方法について検討。クライアントから、地域

にちなんだ企画でその土地で活動するアーティストの作品を採用したいという案件があった際に、エイブルアート・カ

ンパニーに登録していない作家でもマネジメントを行うことができた。 

福島の協働事業の集い 

 

主催：AAR Japan 難民を

助ける会、被災地障害者

支援センターふくしま「サ

ロンしんせい」 

12 月 16日（水） アーツ千代田 3331 １階コミュニティス

ペース 

 

てつがくカフェ＠せんだ

い×とうきょう 

主催：てつがくカフェ＠せ

んだい×とうきょう実行

委員会 

５月９日(土)７

月 25 日(土)９

月５日（土） 11

月 21 日（日） 

2016 年 

１月 30 日（土） 

3 月 14 日（月） 

A/A gallery 

 

※3月14日（月）は、アーツ千代田3331

主催「.311 映画祭」と連動し、「シネマて

つがくカフェ」を開催。 

（上映作品：『波のうえ、土のした』会

場：アーツ千代田 3331  1 階ラウンジ） 
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● エイブルアート・カンパニー事業は、Good Job!センターへの事業の合流に際し、登録作家に対し説明および契

約書の書き換えを実施する予定だが、まだ至っていない。 

 

（２）著作権マネジメント  

● 関西および東京事務局のスタッフがマーケットリサ

ーチを実施し、著作権使用部門の売上を伸ばす試みを

している。使用した企業と継続したパートナーシップを結

べるよう、日常的な情報配信などに力をいれる。 

⇒５月にはエイブルアート・カンパニーとして初めて展示

会「rooms」に出展。会場での反応もよく、その後発生し

た案件のひとつで、繊維系の商社とアパレル業界への

提案を行うためのパートナーシップを結ぶことにもつな

がった。百貨店などのバイヤーからの引き合いも多く、販売機会の開拓にもつながっている。 

 

《採用案件》※抜粋 

● 株式会社 J:COM×茅ヶ崎市立図書館 / 配本サービスバッグオリジナル製作 

株式会社 J:COM 湘南局と茅ヶ崎市立図書館による「図書館資料の家庭配本サービス」

に使用するバッグのデザインをご依頼いただいた。このサービスは茅ヶ崎市内に住む

高齢者や病気のために図書館に来館することが困難な方のために、地元企業である

J:COM が図書館と連携し無償で行うもの。バッグの絵は茅ヶ崎で活動するアーティスト、

ナオヤマンさんによる描きおろし作品が採用された。バッグの縫製は「東京都葛飾福祉

工場」という福祉作業所に依頼。製造工程でも障害のある人との協働が実現した。 

 

● 株式会社 QUO カード / 社会貢献 QUO カード「ささえあい」デザイン 

株式会社 QUO カードの新商品「ささえあい」のデザインに、カンパニーアーティ

ストのそうみさん、簑田利博さんの作品が採用された。このカードは購入者が

「環境」、「子ども」、「社会福祉」、「緊急支援」の各分野の活動団体から寄付先

を選ぶことができるもので、売上の一部は「公益財団法人パブリックリソース財

団」を通じて各団体に寄付される。 

 

● 株式会社ゆうちょ銀行/ 顧客ノベルティのクリアファイルデザイン 

株式会社ゆうちょ銀行のプロポーザルに応募した結果、カンパニーアーティストの上田匡

志さんの作品が採用された。 

クリアファイルはゆうちょ銀行でのお客さまに配布されている。 
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● 株式会社高島屋 /キャンペーン景品 

株式会社高島屋法人本部が企画されたキャンペーンの景品デザインへの採用案件が増えている。当初、関東地区

でのみの依頼だったが、企画が好評だったことから北海道、埼玉でも採用が決定。 

毎回それぞれの地域にちなんだアーティストが採用されている。これまでの採用アーティストは関東４地区で石田匠

永さん、与那嶺光雄さん、福島由輝也さん、清水勝也さん。埼玉は佐々木省伍さん、神奈川はいそべ RYO さんの採

用が決定し、登録アーティストのいない北海道では、地元の団体と営業代行の契約を結び、現地のアーティスト（中

村花輪さん/あいのさと所属）の作品を提案し、採用された。 

※後に中村さんはエイブルアート・カンパニーに応募してくださり、選考の結果、第 10 期カンパニーアーティストとし

てデビューしました。 

 

 

＠北海道（エコバッグ）/中村花輪さん      ＠埼玉（ポーチ）/佐々木省伍さん     ＠神奈川（レジャーシート）/いそべ RYO さん 

 

（３）商品販売・流通 

● Good Job!センターのチームと連携した業務フローの定着化 

⇒販売企画をまわす毎に随時整えているが、まだスタッフ間で共有しき

れておらず、定着はできていない。 

● 商品販売系の見本市出展 

⇒２月に展示会「rooms」に流通を担うチーム「Good Job！」として出展。 

● ネットショップの改変⇒至っていない。 

● 企業内マルシェへの出展、ノベルティ提案などを強化。地方の福祉

施設の商品販売の機会をふやしていく。 

⇒企業マルシェは定例で声をかけていただけるところが二カ所あり、今後はその定例の機会以外でも都内の福祉

施設を集めて出展の機会をつくれるように打診中。 

● 商品販売会の研修化 

⇒販売イベントを地方に巡回させる際に地元の福祉施設との協働を行いながら、実践を通した研修を行うことを検

討したが、まだ実施には至っていない。 

 

《実施イベント》 

● 期間限定ショップ「HUMORA（ユーモラ）」 

日時：2015 年５月 14 日(木)〜27 日(水)  

会場：渋谷ヒカリエ ２階 イベントステージ２ 
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日時：2015 年 6 月 10 日(水)〜21 日(日)  

会場：広島パルコ 新館４階 イベントスペース 

日時：2015 年 12 月 2 日(水)〜8 日(火)  

会場：ジェイアール京都伊勢丹・４階  

◎５月に渋谷ヒカリエで開催した「HUMORA」では会期中最高売上 2,600,000 円を達成。売り場の評判もよく、ここで

の催事をきっかけに展示会出展のオファーにもつながった。その後の地方巡回では現地施設との連携を図ったり、

地域毎に取り扱い商品を変えるなどの戦略を持って展開した。 

 

● 「仙台クラシックフェスティバル」で商品販売 

日時：2015 年 10 月２日(金)〜４日（日）  

会場：日立システムズホール仙台  

◎昨年に引き続き、「仙台クラシックフェスティバル」の会場に宮城県内の施設

と共同で「ハチプオンプ」として出店。昨年お買い上げくださったお客さまがリピ

ーターで来てくださることも多く、特に新商品に注目が集まった。「また来年も楽

しみにしています」というお声もいただき、「ハチプオンプ」が定着してきている

のを感じた。ここでの実績から、今年 5 月に開催予定の「仙台国際音楽コンク

ール」での出展が決定し、公式グッズの企画製作も受託した。 

 

（４）メイク講座 

障害のある人のメイクや身だしなみを支援する、ハーバー

研究所との共同開発事業で６年目の実施となる。2015 年度

は新規で支援者向けコーチング講座も実施。 

 

● 定例講座「スキンケア&メイク講座」 

◆ 「基本のコース」/定員 10 名/年４回 

日時：６月 14 日（日）、７月 12 日（日）、11 月８日（日）、2016 年２月７日（日） 14：00～16：00 

会場：ハーバー銀座店３階セミナールーム 

◆ 「チャレンジコース」/定員５名/年２回 ＊髪型やファッションについても学ぶことができる 

日時：2015 年９月５日（土）、12 月５日（土） 

会場：ハーバー銀座店３階セミナールーム 

 

● 出張講座＠関東 

女性は「基本のスキンケア&メイク講座」、男性は「基本の身だしなみ講座」。 

就労支援系の福祉事業所のほか特別支援学校に出張して開催。これらの施設や学校とのネットワークづくりにつな

がっている。 

定員：20 名程度/年 10 回（おおむね 3 か月毎に 2～3 団体） 
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○実施実績： 2015 年３月７日（土）いなぎ市振興プラザ（東京都稲城市）、３月 10 日（火）つくば特別支援学校（茨城

県）、３月 22日（日）障害者就業・生活支援センター山武ブリオ（千葉県大網白里市）、３月 23日（月）加賀福祉園（東

京都板橋区）、６月４日（木）川崎市発達障害地域活動支援センターゆりの木（神奈川県川崎市）、６月 18 日（木）就

労移行支援事業 WiZ(東京都足立区)９月 19 日（土）小茂根福祉園（東京都板橋区）、10 月 3 日（土）川崎市発達相

談支援センター（神奈川県川崎市）、10 月 10 日（土） 大和市障害自立支援センター(神奈川県大和市)、11 月 11 日

（日）神明福祉作業所（東京都足立区）、2016 年１月４日（木）あきつの園（東京都東村山市）、２月 10 日（水）つなぐ

台東たいとう第二福祉作業所（東京都台東区）、2016 年２月 20 日（土）ハッピーテラス柏ジョブサポート（千葉県柏

市）、２月 25 日（木）千葉県立八日市場特別支援学校（千葉県八日市）、３月 10 日（木）東京都立板橋特別支援学校

（東京都板橋区） 

 

● 出張講座＠大阪/仙台（新規） 

大阪会場 日時：2016 年１月 30 日（土）14：00〜16：00/会場：総合生涯学習センター６階 第２研修室 

仙台会場 日時：2016 年２月 14 日（日）14：00〜16：00/会場：仙台市福祉プラザ 第２研修室 

 

● 支援者向けセミナー身だしなみコーチング講座（新規）/年２回 

福祉や医療の現場のケアラーを教育する新しい講座。ジョブコーチや介護士などを対象。ハーバー研究所のビュー

ティプロデューサーの質の高い講座のメソッドを言語化・視覚化しテキストを製作した。 

 

○実施実績: 2015年７月４日（土）ハーバー銀座館、10月27

日（火）日本女子大学（神奈川県川崎市）、2016 年３月 26 日

（土）NTT クラルティ（ハーバー銀座館） 

 

５．鑑賞支援事業 

● 美術館や NPO 団体からのウェブサイトへの情報掲載に対応（横浜市市民ギャラリーあざみ野、森美術館、視覚

障害者とつくる美術鑑賞ワークショップ ほか）。 

● 「美術と手話」 手話とトーク「もしもガレがガラス職人に手話で指示したとしたら」を運営。 

日時：2016 年１月 23 日 14:00～16:30 

会場：東京都庭園美術館 展示室内および新館ギャラリー2 

 

６．企画制作事業 

関東エリア 

（１）アトリエ・ポレポレ「ポレフォニー〜20年の軌跡

展」開催支援  

オンライン寄付サイト「Give One」にて額装の費用を捻出

するための寄付集めプロジェクトを実施。 

また、作品の額装作業や展示作業などを行い、展覧会の
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開催をサポートした。会期中に開催したトークイベントには 100 名を超える来場者があり、アトリエ・ポレポレの 20 年

の集大成を記念する展覧会となった。 

会期：2015 年 9 月 29 日（火）〜10 月 4 日（日） 

会場：世田谷美術館 区民ギャラリー 

入場料：無料 

共催：世田谷美術館 

来場者 848 名、出展者 28 名・150 点超 

 

（２）モノづくりサロン 2016  

2014 年度、2015 年度に関東の施設職員を対象に実施してきたプログラムを継続。 

◆2014 年度参加者報告会＆交流会：2015 年７月 11 日（土）14:00ー16:30（開場 13:30） 

会場：A/ A gallery 

◆５回連続講座：８月 28 日、９月 18 日、10 月 23 日、11 月 20 日、12 月 17 日 いずれも金曜日、18：30～20：30 

会場：A/ A gallery 

主催：モノづくりサロン実行委員会（デザイナー：前川亜希子さん、コミュニケーションデザイナー：加藤未礼さん、編

集者：河原由香里さん、NPO 法人エイブル・アート・ジャパン） 

2015 年中央ろうきん助成プログラム助成 

 

（３）第６回埼玉県障害者アートフェスティバル  

実行委員会に助言 

主催：埼玉県障害者アートフェスティバル実行委員会 

 

東北エリア 

（４）Good Job!東北プロジェクト（案件ごとに助成金・受託） 

東日本大震災以降の東北の活動支援事業として、デザインプロダクトの開発支援、人材育成事業、団体ごとのニー

ズに応じた支援活動を実施した。 

● みどり工房若林（仙台市）のデザインプロダクトの開発支援 

2015 年度ゆび基金（ＪＴ飲料＆パブリックリソース財団） 

＊受託元は一般財団法人たんぽぽの家。実質の運営をエイブルアート・カンパニー東北・東京事務局。 

● のぞみ福祉作業所（宮城県南三陸町）の施設建設に向けた支援事業 

アート＆ヘルス基金（パブリックリソース財団）（2014 年度から延長継続） 

● 福島連携ネットワーク事業のアドバイザー 

原発事故の影響により避難を余儀なくされた福島の福祉事業所の支援事業。AAR Japan 難民を助ける会より受託

し、パンフレット制作に協力。 
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（５）厚生労働省「障害者の芸術活動支援モデル事業＠宮城」（平成 27 年度補助事業） 

１．障害者の芸術活動に取り組むための創作活動の支援 

２．優れた作品の発掘や調査、文化的な価値を担保するための美術館等の専門機関との連携 

３．著作権の保護と活用を目的にした専門家との研修の実施 

４．企業等と連携した作品の二次使用の試行事業 

５．障害者アートによる社会教育事業の開発 

期間：2015 年５月～2016 年３月/実施場所：宮城県内各所 

現地事務局：ＮＰＯ法人エイブル・アート・ジャパン東北事務局 

〒983-0852 仙台市宮城野区榴岡 5-12-55 NAVIS ビル 1F cocolin 内 電話 070－5328－4208  

 

《実施プログラム》 

● 活動訪問ツアー＆障害のある人と表現活動を考える語り場 

○県北（石巻圏域）  

日時：2015 年 8 月 8 日（土）10:00～15:00 

会場１：NPO 石巻広域クリエィティブアートの会 ペンギンズアート工房／石巻市羽黒町 2-11-2  

会場２：レストランいち(社会福祉法人石巻祥心会)／石巻市千石町 4-8 

参加費：食事代：1,500 円（ビュッフェ 90 分） 

石巻市内で活動する「NPO 石巻広域クリエイティブアートの会 ペンギンズアート工房」を訪問。その活動のポイント

を軸に「障害のある人の表現の可能性をひきだし、どう発信するか」をテーマにコメンテーターを交えて語り合った。 

コメンテーター：宮城県美術館（教育普及部）齋 正弘さん、東北工業大学ライフデザイン学部安全安心生活デザイ

ン学科 准教授 古山周太郎さん、halken LLP（キュレーター、フォトグラファー）三浦晴子さん 

 

● いしのまきのアート展―まちにアートをまぜる― 

会期：2015年10月23日(金)～11月23日(月・祝)  

会場：宮城県石巻市内各所〔中央商店街ほか／立町大通り～ア

イトピア通り～橋通り〕、いしのまきカフェ「  」、日和キッチン、

Tree Tree Ishinomaki、、一般社団法人まきビズ、石巻ニューゼ、

橋通りＣＯＭＭＯＮ／トレーラーハウス／Gallery suisEi、石巻ま

ちの本棚、レストランいち、ほか/入場無料 

主催：特定非営利活動法人エイブル・アート・ジャパン（厚生労働

省・障害者の芸術活動支援モデル事業） 

後援：宮城県、仙台市、石巻市、社会福祉法人宮城県社会福祉協議会、社会福祉法人仙台市社会福祉協議会、社

会福祉法人石巻市社会福祉協議会、石巻商工会議所、石巻市教育委員会、公益財団法人宮城県文化振興財団、

公益財団法人仙台市市民文化事業団、河北新報社、石巻かほく、石巻日日新聞社、ラジオ石巻ＦＭ76.4 

協力：アーティスト太田和美、NPO石巻広域クリエイティブアートの会ペンギンズアート工房、石巻市子どもセンター

らいつ、社会福祉法人石巻祥心会、一般社団法人ISHINOMAKI2.0、特定非営利活動法人輝くなかまチャレンジド地

域活動支援センターこころ・さをり、観慶丸本店、特定非営利活動法人多夢多夢舎中山工房、てつがくカフェ＠せん
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だい、東北工業大学ライフデザイン学部安全安心生活デザイン学科古山研究室、橋通りCOMMON、認定特定非営

利活動法人ばざーる太白社会事業センター（略称：ビートスイッチ）、halkenLLP、一般社団法人まきビス、ほか  

◎石巻市を舞台に、宮城県の障害のある人の表現活動を紹介する参加型展示会。震災後生まれたコミュニティス

ペース、レストラン、ギャラリーなどを舞台に、市民と福祉、まちとアートが展示会を通して「まざる」ことで、地域にと

って新しい価値を生み出すことをめざした。障害のある人の芸術活動に取り組む福祉施設や、アトリエ、アーティスト

とともに展示会に向けた実践研修を開催するなど、参加者と一緒にイベントを作り上げることができた。 

 

○コラボレーションライブ～書道×パフォーマンス」×ＨＯＹＡＰＡＩ～ 

日時：2015 年 10 月 24 日（土） 

第一部：オープニングセレモニー 15:00〜16:00 

場所：社福協ビル 1 階ホール（石巻市中央 2-4-20） 

第二部：ＳＯＵＰ交流会 16:30〜18:30 

場所：橋通り COMMON／トレーラーハウス 

出演：阿部晃大、高橋連（ペンギンズアート工房）、中木屋摩耶（書家）、北

野絵里、牛膓郁美、渡辺直貴、渡辺昌貴（多夢多夢舎）/演出；千葉瑠依

子/舞台美術：太田和美 

 

○障害者アートを市民に開く対話の場 

 てつがくカフェ＠いしのまき 

日時：2015 年 11 月 22 日（土） 14:00〜17:00 

場所：いしのまきカフェ「  」/参加者：14 名 

 

○まぜるショップ in 観慶丸本店 

日時：10/23（金）〜11/23（月・祝） 10:00〜18:00（火曜定休） 

場所：観慶丸本店（石巻市中央2-8-1） 

 

○まちにアートをまぜる実践研修「まぜる塾」 

・VOL.1「まちにアートをまぜる」？！ ～いしのまきのアート展にむけて～ 

日時：2015 年 9 月 7 日（月）13：00～16：00 

会場：一般社団法人まきビズ(石巻市中央 2−2−10) 

・VOL.2 さて、どうまぜる？！「いしのまきアート展」に向けた中間発表＆相談会 

日時：2015年10月5日（月）  

会場：一般社団法人まきビズ(石巻市中央2−2−10) 

・VOL.3 みんなでつくる展示会（展示、準備実践） 

日時：2015年10月23日（金）～11月23日（月・祝） 

講師：齋正弘さん（宮城県美術館学芸員 教育普及部）、松﨑なつひさん
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（宮城県美術館学芸員 教育普及部）、アイハラケンジさん（halken LLP アートディレクター、東北芸術工科大学准教

授）三浦晴子さん（halken LLP キュレーター、フォトグラファー）/参加者：12 名 

 

○ファブックアートパネル 

 「いしのまきの物語」をつくろう！  

日時：11月７日（土）13:00〜15:00 、11月８日（日） 10:00〜12:00 

会場：石巻市子どもセンター らいつ（石巻市立町1-6-1）  

共催：石巻市子どもセンター らいつ「アートラボ」  

ファシリテータ：ボブホーホー［ウエダトモミ+ホシノマサハル］ 

 

○美術たんけん＠いしのまき 

日時：10月25日（土）13:00〜16:00 

集合場所：住吉神社前（石巻市住吉町1-3） 

ファシリテータ：宮城県美術館教育普及部 齋正弘氏/参加者：６名 

 

○視覚障がい者旅行 電車でGO！まち歩きアート鑑賞ツアー 

日時：2015年11月1日（日）  

場所：仙台駅集合～石巻駅～いしのまきのアート展会場 

協力：認定特定非営利活動法人ばざーる太白社会事業センター（略称：ビートスイッチ） 

 

● きてみてあじわうSOUP展 

会期：2015年12月13日（日）〜15（火）10:00〜20:00 

会場：せんだいメディアテーク１階オープンスクエア 

主催：特定非営利活動法人エイブル・アート・ジャパン 

後援：宮城県、仙台市、社会福祉法人宮城県社会福祉協議会、社会

福祉法人仙台市社会福祉協議会、公益財団法人宮城県文化振興財

団、公益財団法人仙台市市民文化事業団、河北新報社 

協力：社会福祉法人山元町社会福祉協議会、NPO石巻広域クリエイティブアートの会ペンギンズアート工房、石巻

市子どもセンターらいつ、アーティスト太田和美、せんだいメディアテーク、特定非営利活動法人多夢多夢舎中山工

房、てつがくカフェ＠せんだい、東北工業大学ライフデザイン学部安全安心デザイン学科古山研究室、halken.LLP、

認定特定非営利活動法人ばざーる太白社会事業センター（略称：ビートスイッチ）、ボブホーホー［ウエダトモミ＋ホ

シノマサハル］、特定非営利活動法人ポラリス、一般社団法人まきビス/会場構成・デザイン：halken LLP（ハルケン） 

◎「はじめましてＳＯＵＰ展」（2014年12月/せんだいメディアテーク＠仙台市）を皮切りに、障害のある人と支援者が

ともにつくりあげる参加型展示会として「やまのもとのアート展」（2015年2月@山元町）、「いしのまきのアート展」

（2015年10－11月＠石巻市）を開催し、実践的な研修会と参加型の展示会により、障害のある人の芸術活動を取り

巻く環境はどのように変化したのかを、３つの活動記録から検証する展示内容とした。また、宮城県内で活躍する作

家と作品の広報を目的に、昨年に引き続いてアーティストカードを制作。12名のアーティストを紹介した。 
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○石巻の「まぜる塾」実践報告会 

日時：2015年12月13日（日）13:00〜15:00/展示会場にて実施/参加費無料 

登壇者：まぜる塾参加者、齋正弘さん/宮城県美術館教育普及部学芸員、

アイハラケンジさん/halken.LLP［アートディレクター・東北芸術工科大学准

教授］ 

 

○SOUP交流会 

日時：2015年12月13日（日）15:30〜17:30  

会場：クレプスキュールカフェ 

参加費：2,000円（ドリンク・軽食） 

 

○障害者アートを市民に開く対話の場「てつがくカフェ＠せんだい」 

テーマ：めぐる（循環） ～障害者と文化芸術活動 vol.4～ 

日時・場所：12/15（火）17:00-20:00 展示会場内 

ファシリテータ：西村高宏/ファシリテーショングラフィック：近田真美子さん 

協力：てつがくカフェ＠せんだい 

 

● 著作権等の権利保護に関する研修  

◎障害のある人の表現活動と著作権  

第１回 アートと著作権[基本編] 日時：2016年２月10日（水）14:00-17:00/会場：みやぎＮＰＯプラザ 第２会議室 

・参加費無料・定員20名 

第２回 アートと著作権[応用編] 日時：2016年２月25日（木）14:00-17:00 /会場：みやぎＮＰＯプラザ 第１会議室 

◎ステップアップ研修 活動を維持継続するための資金・マネジメント 

日時：2016年3月3日（木）14:00-16:00/会場：みやぎＮＰＯプラザ 第１会議室 

 

● 相談窓口の設置 

障害のある人やその家族、支援者に対しての相談窓口を設置した。相談内容は主に［場所・材料・道具］、［支援方

法・支援者］、［発表する・広報する・記録する・保存する］、［鑑賞する・対話する］、［財源・マネジメント］、［所有権・

著作権］、［アドバイザー・地域資源］。関係機関の紹介や、アドバイスも行った。 

● 協力委員会の設置 

協力委員会は年に２回開催。2015年7月10日（金）に事業の立案・運営、2016年3月に事業の評価を実施した。 

 

● 報告書の発行 

本事業をまとめ、障害のある人のアートと著作権のあり方など、実践にも役立つ情報を掲載した報告書を発行した。 
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（６）東北６県の障害者アートの公募事業「Art to You!」 

東北６県から障害のある人たちの芸術活動支援にかかわるアーティスト、施設職

員、学芸員などが参加し、2015年６月より実行委員会の構成団体として当法人も

参加。審査委員に中津川浩章さん（当法人理事）、トークイベントにサイモン順子

さんを推薦した。 

会期：2015 年 6 月 27 日(土)〜6 月 29 日(月) 10:00〜19：00(入場無料) 

会場：せんだいメディアテーク 1F オープンスクエア  

 

全国 

（７）2020 年のオリンピック・パラリンピックに向けて 

● 民間企業に対し、文化プログラムの提案を実施したが、障害スポーツへ出資するとのことで協賛金の範囲に限

られることになる予定。 

● 障害者スポーツ協会のスポンサード企画でアーティストとのコラボレーションのアイデアが出ている。 

 

（８）「アートとソーシャルデザイン」フォーラム 〜障害者アートは社会を変えるか〜 

アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）によ

る助成を受け、現在進行形の「障害×アート」の先駆的でユニーク

な取り組みを広く紹介し、ソーシャルデインのための新しいヒントを

見つける 2 日間のフォーラムを開催。多様なステークホルダー間の

情報交流や今後の展開を考える機会とした。福祉関係者はもちろ

ん、学生、教育関係者、企業 CSR 担当者、美術館関係者など様々

なバックグラウンドを持つ方々にご参加いただき、2 日間の参加者

人数は延べ 231 名となった。 フォーラムの参加者のなかで新たな

つながりが生まれており、今後の事業へつなげていく方針である。 

主催：特定非営利活動法人エイブル・アート・ジャパン/共催：一

般財団法人たんぽぽの家/協力：アートミーツケア学会/助成：ア

ーツカウンシル東京「芸術文化による社会支援」助成 

 

● 全体会（１日目） 

「『障害×アート』の今を知り、ソーシャルヴィジョンを考える。」をテーマに全体会を実施。多様な視点から「障

害×アート」の価値を捉え直すことで豊かな社会を作るアイデアやヒントを探った。 

日時：2016 年３月 18 日（金）14:00〜17:00 

会場：国立新美術館講堂 

基調講演：山出淳也（NPO 法人 BEPPU PROJECT 代表理事／アーティスト） 

リレートーク：岡部太郎（一般財団法人たんぽぽの家事務局長）、山下完和（社会福祉法人やまなみ会やまなみ工

房施設長/滋賀※）、新澤克憲（精神障害者就労継続支援 B 型事業所ハーモニー施設長）、久保田翠（NPO 法人クリ

エイティブサポートレッツ代表理事長/静岡※）、光島貴之（美術家、鍼灸師/京都※） 
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進行：坂倉杏介さん（東京都市大学都市生活学部 准教授※） 

                            （※は当法人理事/会員） 

● 研究セッション(２日目) 

「実践者たちと「アクセシビリティ」を語りあう。」をテーマに、「鑑賞のアクセス」「表現のアクセス」「知るためのア

クセス」の 3 つの切り口で「障害者アート」を掘り下げ、参加者が自分たちの地域や現場に持ち帰り、応用実践

するための研究セッションを実施した。 

日時：2016 年３月 19 日（土）9:30～15:30 

会場：アーツ千代田・①ラウンジ、②地下ＡＦＴスペース、③A/A gallery 

参加費：1500 円（エイブル・アート・ジャパン会員・学生は半額、2 日間通しチケット 3000 円） 

・研究セッション① 「鑑賞のアクセス」を考える分科会＠ラウンジ 

「だれとどう見る？多様な鑑賞方法の実験」：林建太（視覚障害者とつ

くる美術鑑賞ワークショップ代表）、木下路徳（同 ナビゲーター）、郷泰

典（東京都現代美術館 教育普及担当学芸員） 

「すべての人が楽しめるバリアフリーな劇場を作るには」：廣川麻子

(NPO 法人 シアター・アクセシビリティ・ネットワーク (TA-net) 理事

長) 、松岡智子（東京芸術劇場 事業企画課 事業調整係） 

進行：梅田亜由美（武蔵野美術大学、女子美術大学 非常勤講師 / エデュケーター）/ 柴崎由美子（NPO 法人エイ

ブル・アート・ジャパン代表理事）  

 

・研究セッション②「表現のアクセス」を考える分科会＠地下ＡＦＴスペース 

「プロの表現者を支えるアクセシビリティ」：森田かずよ（女優 / ダン

サー / CONBEY 代表）・栗栖良依（SLOW LABEL ディレクター） 

「‘小さなアート’を支援する」：中津川浩章（美術家 / 「エイブルアート

芸術大学」ファシリテーター/「NPO 法人アール・ド・ヴィーヴル」アート

ディレクター/フリーキュレーター※）、 萩原美由紀（ＮＰＯ法人アール・

ド・ヴィーヴル 理事長）、 嶋田行輝（損保ジャパン日本興亜ホールデ

ィングス株式会社 CSR 部長） 

進行：高野賢二（NPO法人 La Mano クラフト工房 La Mano 施設長※） / 森下静香（一般財団法人たんぽぽの家 

常務理事※） 

・関連資料の展示「知るためのアクセス」 

講演者などの作品・映像紹介、参加者によるポスターセッション。特設ウェブサイトの紹介。 

 

７．調査研究事業 

なし 

 

８．出版事業 

既存の書籍の販売。 



 20 

９．助成事業 

◇ 第 17 回エイブル・アート・アワード 

● 展覧会支援の部 溝上強個展「幻現白書」 

今年で 17 年目を迎える公募プログラム。エイブルアート・カンパニーの登録作家でもある溝上強さん（長崎県佐世保

市在住）が今年度の受賞作家となった。オンライン寄付サイト「Give One」では、12 月の寄付月間に合わせて、溝上

さんの来廊資金を集めるべく寄付を募った。 

 

会期：2015 年 12 月 21 日(月)～26(土) 11:00〜19:00 

会場：ガレリア・グラフィカ bis（東京都中央区銀座 6-13-4 銀座 S2 ビル

１階） 

協賛・寄付：花王ハートポケット倶楽部、花王株式会社、富士ゼロック

ス端数倶楽部、富士ゼロックス株式会社、世田谷美術館さくら祭実行

委員会（以上、展覧会支援の部） 

特別協力：ガレリア・グラフィカ（展覧会支援の部）協 力：NPO 法人ト

ータルケアセンター 

本展コーディネーター：中津川浩章 

◎特記：2013 年度、2014 年度に引き続き、アワードの展覧会後、富士ゼロックス端数倶楽部の協力により 1 月～2

月の内覧会の期間に合わせショールームで作品を展示。 

 

● 画材支援の部  

松田絵具株式会社様の「マツダ絵具賞」と、ターナー色彩株式会社様の「ターナー絵の具賞」の２つの賞を選考する

[画材支援の部]の公募を行った。 

協賛・寄付：松田絵具株式会社、ターナー色彩株式会社（以上画材支援の部） 

「画材支援の部」受賞者 

マツダ賞 油絵具：各１セット 

木下将之将軍さん（神奈川県茅ヶ崎市）、山田直哉さん（神奈川県茅ヶ崎市） 

ターナー絵の具賞 

・個人 2 名（アクリルガッシュ 20ml・36 色セット） 

大内田明さん（福岡県福岡市）、尾崎聡彦さん（福岡県福岡市） 

・団体 2 か所（イベントカラー550ml・スパウトパック BOX セット） 

特定非営利活動法人 障害者アート支援工房ココペリ（富山県富山市） 

地域交流育成福祉活動支援 おひさまの村ハートアート工房（青森県青森市） 

● 小さなアトリエ支援の部  

株式会社フェリシモ様の UNICOLAT 基金により、将来のアーティスト育成や、アートを通じた交流を行うサードプレイ

スの場としての小さなアトリエを支援する「小さなアトリエ支援の部」を 2015 年度に新たに創設した。全国各地から

23 団体の応募があった。 

   「小さなアトリエ支援の部」受賞者 
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あーとらんどくらぶ（宮城県仙台市）、NPO 法人 アール・ド・ヴィーヴル（神奈川県小田原市） 

 

● 受賞者・団体の声 （抜粋） 

・スタッフ５人は普段は特別支援学校で教員をしており、活動の資金は作家

の家族からの会費収入と不定期の助成金のみで、あまり潤沢とはいえませ

ん。いただいた画材は作品の制作に使ったり、大絵馬など屋外展示作品の

制作に使わさせていただきます。ありがとうございます。 

               （特定非営利活動法人 障害者アート支援工房ココペリ) 

 

・いただいたイベントカラーを毎月恒例に行っている児童施設のアート活

動ボランティアで、早速使わせていただきました。８人ほど参加で、今回

はこれからの季節にと、自分デザインのうちわを作りました。 

みんな大きなサイズで、沢山の色があるイベントカラーをみて、「え！今

日はこれで何を作るの♪」と大興奮で、普段は参加しない子も自分から

参加してくれました。           

      （地域交流育成福祉活動支援おひさまの村ハートアート工房） 

 

・今年は 3 年に 1 度開催している「あーとらんどくらぶ」メンバー作品展の年

です。うれしいことに支援金をいただける時期と重なりました。メンバーから

も支援金は作品展のために使いたいという意見が出るものと予想していま

す。将来的には継続した作品づくりや時間の制約のない定まった場所で活

動できる、そんなアトリエができることを希望しています。 

                                 （あーとらんどくらぶ） 

 

・1 月よりアトリエも新たな地に引っ越し、すべてが新たに始まることになり

ます。支援金はアトリエの備品に使わせていただきます。将来は小田原

の人たちにアールの仕事場を見に来ていただき、障がいのある人たちの

クリエイティブな仕事を広めていきたいと思います。 

                       （NPO 法人 アール・ド・ヴィーヴル） 
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10．その他目的を達成するために必要な事業 

（１）ボランティアの受け入れ、事務局サポーターの設定 

● ボランティアを積極的に受入れ、事業の参画者をふやしていく。 

⇒毎週１回や毎月１回などの定期的なボランティアが定着してきている。 

● 事務局サポーターを設定し、会員管理、データベース打ち込み、広報作業等を支援していただく。 

⇒前述した定期的なボランティアの方にお願いしているが、限られた時間では処理しきれない。 

● 会員および寄付のキャンペーンとして、ツアーやパーティなどを実施する。たとえば「会いに行けるアーティスト」

としての作家やスタジオ訪問ツアーの実施など。 

⇒実施できていない。2016 年度事業で実施。 

 

（２）Good Job！プロジェクトの協働 

「アート×デザイン」をキーワードに、障害のある人の社会参加と仕事づくりを進めていくことを目指し、2013 年度に

始動したプロジェクト。2014 年度に引き続き、全国に向けて「Good Job!」を募る公募を行い、東京会場である渋谷ヒ

カリエにて Good Job!実行委員会による公開審査を実施、受賞者を決定した。巡回展の会場は宮城、東京、大阪、

大分の全国４カ所に増え、各地でセミナーを開催し、学びとネットワークの場を構築した。 

宮城 会期：2015 年 12 月 13 日(日)～15 日(火)  

会場：せんだいメディアテーク 

東京 会期：2015 年 12 月 18 日(金)～20 日(日)  

会場：渋谷ヒカリエ 8F 8/ COURT 

大阪 会期：2016 年２月 16 日(金)～３月１日(日)  

会場：無印良品グランフロント大阪 Open MUJI  

大分 会期：2016 年 3 月 4 日(金)～6 日(日)  

会場：大分県立美術館 1Ｆアトリウム 

主催：一般財団法人たんぽぽの家 助成：日本財団 特別協賛：株式会社丹青社、トヨタ自動車株式会社 

協賛：株式会社ソフィア、株式会社西山ケミックス、株式会社ハーバー研究所、株式会社プリプレス・センター、コクヨ

株式会社、明治安田生命保険相互会社/後援：宮城県、仙台市、大分県、大分市 

協力：渋谷ヒカリエ、一般社団法人北海道チャレンジドアート& プロダクツ、NPO 法人エイブル・アート・ジャパン、

NPO 法人まる 

 


